




代謝性蓄積症には,現在有効な治療法はなく,遺伝相談や出生前診断等の消極的な予防方法

が行なわれているに過ぎない。近年,これら蓄積症に対する積極的な治療法として,障害さ

れている酵素を正常の組織から精製して,これを直接投与して治療する「いわゆる酵素補充

療法」や,酵素を含む線維芽細胞を移植したり,骨髄を移植する等の方法が試みられている

。しかし,何れもまだ,実用に供しうる段階ではなく,lysosomal storage disease の実験動

物モデルを用いて充分に検討することが必要である。われわれは,日本新薬株式会社植物研

究所が発見した脂質蓄積症のマウスが,ヒトの Niemann Pick 病と極めて類似した動物モデ

ルであることを明らかにしたので報告する。 


